
令和５年度 第１回深谷市上下水道事業運営審議会 概要 

 

日 時 令和５年１０月４日（水）午後１時３０分～ 

会 場 水道庁舎第一会議室 

出 席 者 

委員 

15名 

大谷委員、内田委員、武田委員、梅澤委員、岡田委員、栗田委員、 

河田委員、大渡委員、今井委員、森田委員、本田委員、高野委員、

岩﨑委員、武田委員、山崎委員 

事務局 

宮下環境水道部長、村尾環境水道部次長兼企業経営課長、 

神田水道工務課長、武田下水道工務課長、中島企業経営課課長補 

佐、荻野水道工務課課長補佐、小林企業経営係長、新井料金係長、 

蛭川主任、松下主任、名取 

欠 席 者 なし 

配付資料 
資料１ 深谷市の上下水道事業の概要について 

資料２ 令和４年度深谷市上下水道事業会計決算について 

議事内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 委嘱書交付 

 

２ 正副会長の選出 

  会長に岩﨑委員、副会長に山崎委員が選出された。 

 

３ 議事 

（１）深谷市の上下水道事業の概要について…資料１参照 

【質疑応答】 

・水道事業と下水道事業の整備状況について 

水道事業は、老朽管更新事業として、塩化ビニル管について随時、更新

を行っている。下水道事業の整備は、深谷地区（東方）は令和５年、岡部

地区（普済寺）は令和６年、花園地区（小前田）令和７年に完了予定。川

本（八幡地区）は令和６年から整備を行う予定。 

・深谷市の地下水の割合について 

深谷市の地下水は概ね６５％前後となっているが、お住いの地区に 

よって割合は違う。 

 



議事内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）令和４年度深谷市上下水道事業会計決算について…資料２参照 

【質疑応答】 

・資本的収支の不足額に補填している、内部留保資金について 

経営戦略どおりの推移である。 

・収益的収入のその他収入の内訳について 

水道の加入金や長期前受金などである。 

・水道料金の収納率はどのくらいか 

９９％を超えている。 

・下水道使用料の県内順位について 

→県内トップではあるが、将来にわたり安定的に使用するため、段階的に

使用料を改定してきた。 

 

（３）その他（事務連絡） 

・今後の予定について 

 

４ 岡部浄水場見学 

 

５ 閉会 

 

 

 

 

 

 


